
イントロダクション

アラブ首長国連邦の首都でもあるアブダ
ビ首長国では、今日、首長国政府が、最
新テクノロジを利用し持続可能なエネル
ギー、経済、環境など幅広い分野におい
てイニシアチブを取っている。リアルタイム
での空間データの収集、保存、配信は、空
間データの基盤を維持し、首長国政府や
企業が活動を円滑に進めていく上で、と
ても重要な役割を果たしている。アブダビ
空間データ基盤（AD-SDI：Abu Dhabi 
Spatial Data Infrastructure）は、アブダ
ビ システム・情報センター（ADSIC：Abu 
Dhabi Systems and Information 
Centre）が中心となり運営しており、政
府や国民による質の高い最新地理空間
データへの簡単なアクセスを推進してい
る。アブダビの各政府機関は、それぞれの
ニーズにあったGIS技術および地理空間
データの整備に注力している。そして、地
理空間データの効果的な利用、共有に
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必要不可欠な組織的能力を養い、より効
率的、効果的なガバナンスの実現を目指
している。AD-SDIは、そのためのフレーム
ワークである。

導入手法

2007年6月、ADSICは、AD-SDIイニシア
チブを開始し、アブダビで地理空間情報
の効率的な活用、共有を支援、促進する
ため、スタッフの能力や技術、手順、デー
タ、政策、規定に関するフレームワークの
提供をスタートした。AD-SDIは、データク
リアリングハウス、地理空間ポータル、ウェ
ブサイト、そして、データの提供や共有に
関して定めた公の協定、参加コミュニティ
間の調整等のための幅広いプログラムを
包括している。空間データセンター（SDC： 
Spatial Data Center）の作業チームは
ArcGISパッケージ製品を利用し、データ
処理、データチェック、評価、マップサービ
スの配信、GIS分析等を行いプロジェクト
ごとに地図を作成している。Esri社のテク
ノロジはAD-SDIのクリアリングハウスや
関連メタデータカタログの構築、RESTや
SOAP対応のサーバ サービスやモバイル
GISアプリケーション開発のために利用さ
れている。FlexやJava等のAPIを利用して
アプリケーションを構築し地図を閲覧す
ることもできる。

AD-SDIスタッフは、様 な々場でAD-SDIイ
ニシアチブおよび関連する様々な機関の
代表メンバを支援している。例えば、AD-
SDI技術委員会での会議や討論を進めた
り、地理空間データの維持、更新に関する
取り決めを作成し実施している。さらに、セ
キュリティ、公共安全、ユーティリティ、環
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境などの各分野において活動する人々に
働きかけ、積極的に協力や協調の場を創
り出している。

現在、このプロジェクトは最終段階の第3
ステージにある。このイニシアチブには40
近くの政府および政府関連機関が参加し
ており、2011年はさらに多くの機関が参
加する見込みである。地域開発の一環とし
て、ADSICは、ライセンスやデータサービ
スに関する詳細な規定、例えば、データの
提供、アクセス権限、また、データ更新のタ
イミング、公開の可否などについて、各参
加機関と協議している。又、所有権、個人
情報、セキュリティに関する地理空間法の
整備も進めている。

適切なデータ、技術、手順などの標準化を
図ることは、AD-SDIコミュニティ間でデー
タの相互運用性を保ち、地理空間データ
の不一致や重複を防ぐ上で非常に重要
であり、AD-SDIコミュニティの間ですでに
蓄積されているGISデータや従来の作業
方法を統一する為には、関係機関の積極
的な参加が不可欠である。
今日、地籍、オルソ画像、標高、交通、土地
利用、土壌、ユーティリティなど首長国連
邦が有する基本的な空間データセットは、
政府の各担当機関が維持、管理している。
現場で発生した変更は、それぞれの担当
機関が記録し、空間データを更新すると

いう手順を踏んでいる。このように
AD-SDIコミュニティ全体で利用可
能な空間データは、タイムリーに更
新、維持されている。
地理空間メタデータカタログは、
AD-SDIで標準化を維持する上で、
もう一つの重要な仕組みである。
データクリアリングハウスにある全
てのレイヤには、ジオポータルを介
しアクセス可能なメタデータが付
属している。メタデータは、従来、
ADSICチームによりまとめられてい

たが、今ではデータサービスに関する取り
決めとして各担当機関がデータ維持の責
任を負うよう条件付けられている。
Esri製品を利用している組織は、ArcGIS 

Desktopを利用しデータを維持すること
ができ、そうでない組織は、一度権限さえ
与えられればジオポータルを介して、また
は、ISO標準のメタデータ維持ツールを利
用してデータを更新することができるよう
になっている。

導入効果

AD-SDIイニシアチブの最終目的は、政府
機関または関連組織によるネットワークを
構築し、データの相互運用性を高めるこ
とにある。つまり、首長国連邦にある全て
の空間情報に簡単にアクセス可能なジオ
ポータルを構築することである。現在、ジ

オポータルは、セキュリティ設定により安
全性を確保しつつ、誰でもアクセスが可能
となっている。そして、日々、情報が蓄積、
更新されている。
AD-SDIジオポータルは、コミュニティに公
開されている300ものマップ レイヤを有す
るデータクリアリングハウスへのアクセスを
提供している。担当機関は、ADSICチーム
へ更新情報を提供し、ADSICは、標準化
された規定に基づき、データを最新、且つ
正確に保っている。

AD-SDIは、コミュニティから多くの支持を
受け、以下の通りコスト削減にも役立って
いる。　

・各担当組織がそれぞれ所有している空
間データはコミュニティ全体のニーズを考
慮して標準化されているため、データの新
たな、又は、より効率的な利用が可能にな
り、データに対する投資の価値を大きく上
回る結果をもたらしている。

・従来、個々の政府組織に任されていた空
間データプロジェクトは、今では、AD-SDI
技術委員の参加により、個々のプロジェク
トが調整され、そして各組織の緊密な連
携が可能となり、重複データなどの無駄を
省けるようになった。

・政策決定に従事するトップレベルの
リーダー達は、必要な時にはいつでも最
新で正確なデータへアクセスし、より的
確な意志決定を行うことができるように
なった。

まとめ

これらのポータルサイトの運用は、アブダ
ビでの空間データの利用と共有を促進し
ており、日々、関係機関に勤務する多くの
職員がジオポータルの優位性に気付き利
用し始めている。

本　　　 社　〒 102-0093  東京都千代田区平河町 2-7-1  塩崎ビル　       TEL：03-3222-3941　FAX：03-3222-3946
大阪オフィス　〒 564-0052  大阪府吹田市広芝町 8-12  第 3 マイダビル　TEL：06-6339-6251　FAX：06-6338-4747

SCS11-17-01-1012

アラブ首長国連邦活用事例

アブダビ大縮尺ベースマップ　（アブダビ市提供）

「アブダビ空間データ基盤（AD-SDI）」 
ホームページ


